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日本ペットサミット（略称：J-PETS 西村亮平会長〈東京大学大学院教授 農学生命科学研究科獣医外

科学教室〉）は，下記の企画趣旨にもとづき，第 2回例会を5月 21日（土），東京大学で開催いたします。 

 

【企画趣旨】 

“欧米諸国では社会にペットが溶け込んでいるのに対して，この点において日本はかなりの後進国であ

る”という考え方は，割りとステレオタイプに受け入れられているように思います。しかし，忠犬ハチ

公はいまだに絶大な人気を保っていますし，日本における犬や猫の飼育率も他国に比べて決して低くは

なく，むしろ高いくらいです。  

折しも今年は若冲＊生誕300年ということで様々な催しが行われています。若冲は昨今ブームとなって

いる日本美術の中でも最大の人気絵師であり，花鳥画など動物を題材にした絵画もよく知られています。 

今回は若冲展＊＊をきっかけとして，まず，私たち日本人がどのような動物観を持ってきたのかを考え

てみたいと思います。温故知新。これからの私たちが動物たちとどういう付き合いをしていくのがより

自然か，その解を探ってみます。 

 
＊伊藤若冲（いとう じゃくちゅう 1716～1800）。近世日本の画家の一人。江戸時代中期に京にて活躍した絵師。写実

と想像を巧みに融合させた「奇想の画家」として称せられる。 

 

＊＊生誕300年記念 若冲展（2016年4月22日～5月24日 東京都美術館） 

 

    

伊藤若冲「紫陽花双鶏図」   

 

5月 21日（土），東大で第 2回例会を開催 

テーマ「我々日本人は動物をどうみてきたのか 

～若冲展をきっかけに考える～」 

 

～どうぶつ達と共に暮らす社会をつくるために活動している団体を盛り上げるために～ 



       
【例会概要】 

日時：5月21日（土），午後２時～４時  

開催場所：東京大学農学部フードサイエンス棟 中島董一郎記念ホール  

講師：奥野卓司先生（関西学院大学先端社会研究所所長／大学院社会学研究科教授） 

定員：90名（先着順） 

※参加条件として「生誕 300年記念 若冲展」（4月 22日～5月 24日 東京都美術館）の観覧をお願い

いたします。 

※参加ご希望の方は，日本ペットサミット事務局代行までメールでご連絡ください。先着順で受け付

けをいたします(フェイスブックからの参加はできません)。 

 

PartⅠ 

 若冲とは？ 

～その人物像，時代的背景，絵画の特徴やその意味するところ 

PartⅡ 

我々日本人は動物をどうみてきたのか 

～若冲展をきっかけとして 

 …奥野卓司先生と西村亮平会長との対談+フロアからの質疑応答 

      

フードサイエンス棟 地図            奥野卓司先生      西村亮平会長 

 

【奥野卓司先生 プロフィール】 

関西学院大学先端社会研究所所長／大学院社会学研究科教授／ 

公益財団法人山階鳥類研究所副所長・理事。京都市美術館・動物園学術顧問。 

ヒトと動物の関係学会副会長，生き物文化誌学会理事，NPO 法人動物愛護社会化推進協会常務理事など。学術博士／

専門社会調査士 

1950 年，京都市生まれ。京都工芸繊維大学大学院応用生物学専攻修了，米国イリノイ大学人類学部客員準教授，甲南

大学文学部教授などを経て，1997 年から現職。 

著書に『江戸〈メディア表象〉論』（岩波書店），『人間・動物・機械―テクノアニミズム』（角川書店）。動物関係の訳

書としては，『イヌのこころがわかる本』『ネコのこころがわかる本』（M．W．フォックス著，共訳，朝日新聞文庫），

『ジェスチュア』（D．モリス著，共訳，ちくま学芸文庫）など。 

    【問い合わせ先】 

日本ペットサミット事務局代行 株式会社インターズー 担当：佐久間 

TEL:03-6427-4575 FAX:03-6427-4577 E-mail：sakuma@interzoo.co.jp 

 

TEL:03-6427-4575　FAX:03-6427-4577

